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第 ２ 日目　 ６ 月26日（木）

第 １ 会場（HALL 1000）
8 ：３0〜１0：３0

シンポジウム １ 「フィールドから始める外傷治療」
座長：久留米大学医学部救急医学講座　　　　　　坂本　照夫

	 � 帝京大学医学部附属病院救命救急センター　坂本　哲也
SP1-1．	 東京都心部におけるドクターカーによる外傷診療の展望
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター災害・危機管理部門　五十嵐　豊
SP1-2．	 病院前における外傷治療のあり方
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　小笠原智子
SP1-3．	 重症外傷に特化したドクターカー覚知同時出動要請システムの臨床的効果
	 � りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター重症外傷センター　成田麻衣子
SP1-4．	 現場から始める外傷診療とその効果
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人
SP1-5．	 ドクターカーからMassive Transfusion Protocol を発動した24例の検討
	 � 兵庫県災害医療センター高度救命救急センター救急部　松山　重成
SP1-6．	 病院前医師派遣で可能となる緊急輸血早期判定
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　松本　　学
SP1-7．	 フィールドから始める外傷蘇生のMaximum〜 Resuscitative Field Thoracotomy（RFT）〜
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　一樹
SP1-8．	 外傷患者への現場での気管挿管は外傷患者の生命予後を悪化させるかもしれない．
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　白石　　淳
SP1-9．	 穿通性外傷に対する病院前救護
	 � 帝京大学救命救急センター　藤田　　尚

１0：３0〜１１：３0
招待講演 ３

司会：東京医科大学救急・災害医学分野　行岡　哲男
The Evolution and Development of Trauma Care：From pre-history to the present day

Emeritus Professor of Surgery, University of the Witwatersrand Trauma Director, 
Milpark Hospital Johannesburg, South Africa

K. D. Boffard

１１：３0〜１2：00
委員会報告

座長：市立堺病院　横田順一朗
「これからの専門医制度のあり方」

国立国際医療研究センター救命救急センター　木村　昭夫
八戸市民病院救命救急センター　今　　明秀
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１2：１0〜１３：１0
ランチョンセミナー ４（共催：ケーシーアイ株式会社）
Open Abdomen Management with Negative Pressure Therapy

司会：大阪大学大学院医学系研究科救急医学　嶋津　岳士
「The scientific evidence of open abdomen management with NPWT-a critical overview」

Head of Department Trauma & Orthopedics & Plastics
Chairman Advisory Board Surgery of the German Bundeswehr Medical Service

Military Hospital Berlin, German Bundeswehr
Christian Willy, Col

「ダメージコントロール戦略における open abdomen management の実際」
地方独立行政法人りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　水島　靖明

１３：20〜１４：00
鼎　談

座長：現 日本外傷学会代表理事　横田順一朗
「外傷学の過去，現在，そして将来」
　　 初代 日本外傷学会代表理事　　　小林　國男
　　 第二代 日本外傷学会代表理事　　山本　保博
　　 第三代 日本外傷学会代表理事　　中谷　壽男

１４：00-１６：00
ワークショップ １ 「外傷治療・手技の革新」

司会：東京医科歯科大学ERセンター　大友　康裕
順天堂大学浦安病院救急診療科　田中　　裕

WS1-1．	重症頭部外傷における線溶系を指標とした戦略的HITTの有効性
	 � 日本医科大学多摩永山病院　桑本健太郎
WS1-2．	高齢者急性硬膜下血腫に対する緊急血腫除去術の工夫
	 � 福岡大学病院救命救急センター　重森　　裕
WS1-3．	当院における小児腹部外傷の治療戦略：40年間の変遷
	 � 聖マリアンナ医科大学小児外科　島　　秀樹
WS1-4．	ダメージコントロール手術〜 open abdomen・創部管理法の変遷と今後の試み
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　林田　和之
WS1-5．	初療室における IVR-CTが重症外傷診療に与える影響
	 � 大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター　吉川　吉曉
WS1-6．	重症外傷に対する緊急手術と IVRのコンビネーション治療
	 � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
WS1-7．	外傷性脾損傷に対し機能温存を目指したバゾプレッシン動注療法
	 � 福岡徳洲会病院外科　川元　俊二
WS1-8．	鈍的大動脈損傷の治療比較：open repair vs endovascular
	 � 日本医科大学救急医学教室　田上　　隆
WS1-9．	ECMOは重症気道出血に対する治療オプションとなるか？　－当施設での ４例の使用経験－
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　岡田　一郎
WS1-10．	 外傷性尿道狭窄症に対する待機的尿道形成術の治療経験
	 � 防衛医科大学校泌尿器科学講座　堀口　明男
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１７：３0〜１７：４5
閉会式

日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横田　裕行

第 ２ 会場（HALL 500）
8 ：00〜 ９ ：00

モーニングセミナー（共催：CSL ベーリング株式会社）
司会：山梨県立中央病院救命救急センター　井上　潤一

「日本における Acute Care Surgery の将来：日米の比較をもとに」
Division of Acute Care Surgery　University of Southern California
LAC+USC Medical Center　　　　　　　　　　　　　松島　一英

９ ：00〜１0：00
招待講演 ４

司会：深谷赤十字病院救命救急センター　金子　直之
「Current Topics in Vascular Trauma」

Director of Trauma Services, Vascular and Trauma Surgeon, Auckland City Hospital
Ian Civil

１0：00〜１１：00
ワークショップ ２ 「CT 所見を加味した臓器損傷分類（臓器損傷分類委員会企画）」

座長：済生会横浜市東部病院救命救急センター　北野　光秀
聖マリアンナ医科大学放射線科　　　　　中島　康雄

WS2-1．	CT所見に基づいて肝損傷分類を行う際の注意点，問題点および治療との関連性
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　岡田　一郎
WS2-2．	造影 CT所見を加味した肝損傷分類の再評価
	 � 済生会宇都宮病院救急科　加瀬　建一
WS2-3．	鈍的脾損傷の分類と治療法について
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　豊田幸樹年
WS2-4．	CT所見を加味した腎損傷分類について考える
	 � 埼玉医科大学泌尿器科 /済生会横浜市東部病院泌尿器科/

	 � 慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室 　　　　矢澤　　聰
WS2-5．	CT所見を加味した臓器損傷分類の課題
	 � 聖マリアンナ医科大学放射線医学　山下　寛高

１１：00〜１１：４5
教育講演

司会：済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘
「次世代に伝えたい匠の技　　画像」

日本赤十字社那須赤十字病院副院長　水沼　仁孝
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１2：１0〜１３：１0
ランチョンセミナー ５（共催：武田薬品工業株式会社）

司会：函館新都市病院　浅井　康文
「せん妄の診立てと治療，予防，予測」

順天堂大学医学部附属練馬病院　八田耕太郎

１３：20〜１４：20
招待講演 ５

司会：聖マリア病院救急科　荒木　恒敏
「Trauma System & Centers Designation in Hong Kong with reference to the Western World」

President, Hong Kong College of Emergency Medicine 　　　　　　　　　　　　
Deputy Hospital Chief Executive（Professional Affairs）, Queen Elizabeth Hospital

Hiu-Fai Ho

１４：20〜１６：20
パネルディスカッション ２ 「生命予後・機能予後向上にむけたチーム医療・多職種連携」

座長：京都大学大学院医学研究科初期診療・救急医学講座　小池　　薫
横浜市立大学大学院医学研究科救急医学　　　　　　森村　尚登

PD2-1．	 東京消防庁の救急システムと重症外傷傷病者への対応
	 � 東京消防庁救急部救急指導課　手島ヨナタン愛郎
PD2-2．	 当救命救急センターにおける重症外傷ショック蘇生多職種連携シミュレーションの試み
	 � 和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座　米満　尚史
PD2-3．	 外傷初期診療におけるチーム医療の質向上　〜 JNTECコース設計〜
	 � 日本赤十字九州国際看護大学　増山　純二
PD2-4．	 外傷初期診療における看護師に求められる役割
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター　小池　伸享
PD2-5．	 外傷診療における診療放射線技師の役割
	 � 日本医科大学付属病院放射線技術部門　平井　国雄
PD2-6．	 生命予後・機能予後向上にむけた臨床工学技士（CE）の関わり
	 � 大阪府三島救命救急センター臨床工学科　上林　哲生
PD2-7．	 機能予後影響因子からみた重症頭部外傷患者に対する急性期リハビリテーションの有用性
	 � 北里大学病院リハビリテーション部　宮崎　道輝
PD2-8．	 多職種連携でとりくむ超急性期リハビリテーション
	 � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　井上　　彰
PD2-9．	 自殺企図外傷患者における加療－精神保健福祉士を含めた理学療法のありかた－
	 � 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　濱口　満英

第 ３ 会場（HALL 300）
8 ：00-９：00

一般口演 ９
小児外傷

座長：順天堂大学医学部附属病院浦安病院救急診療科　岡本　　健
O9-1．	 他臓器損傷を合併した小児スポーツ関連頭部外傷の検討
	 � 日本医科大学救急医学　荒木　　尚
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O9-2．	 小児の軽症頭部外傷における頭部単純Ｘ線の有用性
	 � 横浜労災病院救命救急センター　大屋　聖郎
O9-3．	 乳幼児頭部外傷例の初期診療における注意点
	 � 済生会滋賀県病院救命救急センター救急科　塩見　直人
O9-4．	 小児自転車ハンドル外傷の危険性に関する多施設後ろ向き研究：非ハンドル外傷との比較
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　廣瀬　智也
O9-5．	 当院に入院した小児外傷患者の検討
	 � 筑波メディカルセンター病院救急診療科　前田　道宏
O9-6．	 当救急医療センター入院となった小児外傷症例の受傷環境の検討
	 � 兵庫県立こども病院救急集中治療科　福原　信一
O9-7．	 小児外傷診療の現状-日本外傷データバンクの解析から-
	 � 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　西山　和孝

９ ：00〜１0：00
一般口演10
基礎研究・病態生理

座長：大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　小倉　裕司
O10-1．	 頭部外傷後脳内セロトニントランスポータmRNA及びタンパク発現量の解析
	 � 新百合ヶ丘総合病院脳神経外科　阿部　圭市
O10-2．	 外傷患者における末梢血単球系細胞の表面抗原プロファイルの解析
	 � 慶應義塾大学医学部救急医学　渋沢　崇行
O10-3．	 出血性ショック後の腎障害における IL-10の役割－Heat Shock Proteins の関連性－
	 � 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　中尾　隆美
O10-4．	 外傷急性期の血液凝固線溶系－プロトロンビナーゼ活性測定によるDIC と ACoTS の比較－
	 � 北海道大学大学院医学研究科救急医学分野　和田　剛志
O10-5．	 マウス胸部爆傷モデルによる心筋損傷
	 � 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　宮崎　裕美
O10-6．	 胸腹部圧迫による外傷性窒息のメカニズム解明に向けた被験者実験
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一
O10-7．	 大腿骨頸部骨折から凍死に至った症例
	 � 滋賀医科大学医学部社会医学部門法医学講座　古川　智之

１0：00〜１１：00
日本臨床高気圧酸素・潜水医学会　　ジョイントセッション １

「軟部組織損傷に対する HBO」
座長：医療法人雄心会函館新都市病院　　　浅井　康文

防衛医科大学校分子生体制御学講座　四ノ宮成祥
JS1-1．	 高気圧酸素治療装置と国内設置状況
	 � バロテックハニュウダ株式会社　羽生田義人
JS1-2．	 重症軟部組織損傷に対するHBO－一般的な治療にするために解決すべき問題－
	 � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　山田　法顕
JS1-3．	 四肢骨盤外傷に伴う軟部組織損傷に対する高気圧酸素療法（HBO）の適応は明確でない
	 � 八戸市立市民病院救命救急センター　吉村　有矢
JS1-4．	 嫌気性菌感染症による軟部組織損傷に高気圧酸素療法（HBOT）が効果的であった症例
	 � 社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院臨床工学室　中島　正一
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JS1-5．	 スポーツ外傷による軟部組織損傷と高気圧酸素療法（HBOT）の検討
	 � 社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院臨床工学室　中島　正一

１１：00〜１2：00
一般口演11
外傷登録・疫学

座長：防衛医科大学校病院　研究センター外傷部門　齋藤　大蔵
O11-1．	 重症外傷の死亡率減少と将来への展望　日本外傷データバンク（JTDB）から
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　本藤　憲一
O11-2．	 修正予測外死亡率は，外傷成績の簡易評価として適切か？
	 � 山梨県立中央病院救急科　小林　辰輔
O11-3．	 院外心停止患者に対する開胸蘇生術の解析（SOS-KANTO 2012 study group）
	 � 順天堂大学浦安病院救急診療科　長田　浩平
O11-4．	 外傷患者への腹腔鏡手術の現況〜日本外傷データバンクから〜
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　小島　光暁
O11-5．	 労働災害における自家用車搬送例の検討－日本外傷データバンク2007-2011より－
	 � 昭和大学医学部救急医学講座　田中　啓司
O11-6．	 ER 型救命救急センターにおける外傷診療の質の検討について
	 � 名古屋掖済会病院救急科　筧　裕香子
O11-7．	 転倒による外傷死と性差の関連
	 � 大阪府泉州救命救急センター　中田　孝明

１2：１0〜１３：１0
ランチョンセミナー ６（共催：東レ株式会社／東レ・メディカル株式会社）
外傷における過大侵襲下でのバイオマーカー迅速測定の有用性

司会：山梨大学医学部救急集中治療医学講座　松田　兼一
「バイオマーカー迅速測定機器の開発と臨床応用」

東レ株式会社先端融合研究所　鄭　　基晩
「救命診療における IL-6迅速測定の意義」

りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　中田　孝明
「外傷・熱傷・敗血症におけるバイオマーカーに求められる要件」

順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　井上　貴昭

１３：20〜１４：１5
腎外傷診療ガイドライン作成委員会中間報告

司会：東京医科歯科大学医学部附属病院ERセンター　加地　正人
済生会横浜市東部病院泌尿器科，腎外傷診療ガイドライン作成委員会　中島　洋介

１４：１5〜１5：00
教育講演

司会：奈良県立医科大学救急医学　奥地　一夫
「次世代に伝えたい匠の技　　頭部」

国立病院機構災害医療センター　高里　良男
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１5：00〜１６：３0
日本脳神経外傷学会　　ジョイントセッション ２

「頭部外傷と外傷医，脳神経外科医の関わり」
座長：国立病院機構災害医療センター　　　　　　　高里　良男

日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横田　裕行
JS2-1．	 日本外傷データバンクを用いた頭部外傷合併多発外傷の検討
	 � 香川大学医学部救急災害医学　河北　賢哉
JS2-2．	 日本頭部外傷データバンクの現状と日本外傷データバンクとのコラボの可能性
	 � 山口大学医学部脳神経外科・日本頭部外傷データバンク検討委員会　末廣　栄一
JS2-3．	 当院における頭部外傷診療―脳神経外科医と救急医の関わり
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　吉矢　和久
JS2-4．	 頭部外傷の手術判断基準について（手術不適応例と入院後急変を中心に）
	 � 手稲渓仁会病院救急科　内藤　祐貴
JS2-5．	 重症多発外傷受け入れに対する当院での取り組み“トラウマコード”の運用
	 � 聖マリアンナ医科大学脳神経外科　大塩恒太郎
JS2-6．	 重症頭部外傷を合併した多発外傷に対する治療戦略
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　金子　純也
JS2-7．	 脳実質体積変化から見た急性硬膜下血腫による慢性期虚血性変化の検討
	 �りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター高度脳損傷・脳卒中センター　萩原　　靖
JS2-8．	 プロボクシングにおける救急医と脳外科医のコラボレーション
	 � 東京慈恵会医科大学附属第三病院救急部　大槻　穣治

ポスター会場（ホワイエ）
１６：３0〜１７：３0

ポスター11
外傷診療体制

座長：筑波メディカルセンター救命救急センター　　　　　　　　河野　元嗣
前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　原澤　朋史

P11-1．	 ３ 次外傷症例に対する骨折見逃し対策：当院におけるCT/Ｘ線プロトコール
	 � 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科地域医療学講座　木浪　　陽
P11-2．	 救急ワークステーションによる外傷診療から見えてきたこと
	 � 平塚市民病院救急科　葉　季久雄
P11-3．	 重症外傷に対する治療成績からみた当院診療体制の検討
	 � 社会医療法人仁愛会浦添総合病院救命救急センター　八木　正晴
P11-4．	 地方救命救急センターにおける PTD症例の検討
	 � 半田市立半田病院救急科　太平　周作
P11-5．	 当院における2012年度外傷デーダバンクのまとめ
	 � 国立病院機構熊本医療センター外科　松本　克孝
P11-6．	 Ps0.5以上の外傷患者で救命できなかった症例の検討
	 � 武蔵野赤十字病院救命救急センター　蕪木　友則
P11-7．	 外傷患者の転送を安全に行うために　－重傷者を受ける立場から病院前と前医への提言－
	 � 帝京大学医学部救急医学　石川　秀樹
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１６：３0〜１７：３0
ポスター12
頭頸部外傷 ２

座長：東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター　卯津羅雅彦
岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　　福田　哲也

P12-1．	 頚動脈海綿静脈洞瘻を認めた頭部顔面外傷患者の ３例
	 � 川口市立医療センター救命救急センター　佐藤　　慎
P12-2．	 顔面多発骨折による出血性ショックに対し経カテーテル的動脈塞栓術（TAE）を施行した １例
	 � 北里大学医学部救命救急医学　山谷　立大
P12-3．	 輪状軟骨，甲状軟骨，披裂軟骨同時合併損傷をきたした一例
	 � 亀田総合病院救命救急科　内藤　啓子
P12-4．	 歯ブラシによる咽頭杙創から頚部皮下気腫・縦隔気腫をきたした １例
	 � 市立函館病院救命救急センター　柿崎隆一郎
P12-5．	 除雪機に巻き込まれ非開放性の頚部気管完全断裂をきたした一例
	 � 信州大学医学部救急科　濱野雄二朗
P12-6．	 希死念慮による気管損傷・出血性ショックの １例
	 � 鳥取県立中央病院　岡田　　稔
P12-7．	 自宅へ歩行退院できた環椎後頭骨脱臼の一例
	 � 岡山大学医学部救急科　川口　勝久
P12-8．	 不安定型頸椎損傷と上半身熱傷が合併した症例の治療戦略に示唆を与える １症例
	 � 富山大学大学院医学薬学研究部皮膚科学講座　松井恒太郎

１６：３0〜１７：３0
ポスター13
胸部外傷 ２

座長：聖マリア病院救命救急センター　爲廣　一仁
福岡大学病院救命救急センター　星野　耕大

P13-1．	 Flail Chest の治療経験　-観血的整復固定術と陽圧換気管理-
	 � 兵庫医科大学救急・災害医学講座　山田　太平
P13-2．	 在宅酸素を要する高齢慢性呼吸不全患者の flail chest を NPPVで管理し奏功した １例
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　諸江　雄太
P13-3．	 多発外傷患者の flail chest に対して nasal high flow を用いた １例
	 � 中頭病院外科　間山　泰晃
P13-4．	 分離肺換気，高 PEEPによる呼吸器管理が奏功した外傷性肺挫傷の １例
	 � 国立病院機構長崎医療センター救命救急センター　白水　春香
P13-5．	 外傷性胆汁瘻を発症した右横隔膜損傷の １例
	 � 手稲渓仁会病院　救命救急センター　清水　隆文
P13-6．	 外傷性右横隔膜破裂の １例
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　大谷　義孝
P13-7．	 胃壊死および胃穿孔を伴った遅発性外傷性横隔膜ヘルニア陥頓の １例
	 � 東京都立墨東病院救命救急センター　長尾　剛至
P13-8．	 外傷性右横隔膜破裂の １例
	 � 群馬大学大学院救急医学　金子　　稔
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１６：３0〜１７：３0
ポスター14
腹部外傷 ３

座長：沖縄県立八重山病院　　　　　　　　　　　　本竹　秀光
日本医科大学付属病院高度救命救急センター　賀　　　亮

P14-1．	 多発交通外傷後の遅発性胆嚢穿孔による胆汁漏の一例
	 � 亀田総合病院救命救急科　高島　順平
P14-2．	 後上膵十二指腸動脈塞栓術後に左総腸骨静脈血栓症を合併した鈍的外傷の一例
	 � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　加藤　久晶
P14-3．	 重症急性膵炎をきたした牛による腹部鈍的外傷の一例
	 � 秋田赤十字病院総合診療科　古屋　智規
P14-4．	 鈍的外傷が誘引と考えられた診断困難であった上腸間膜静脈血栓症の一例
	 � 東京医療センター救急科　尾本健一郎
P14-5．	 椎体骨折に合併した鈍的腹部大動脈損傷（BAAI）の一例
	 � 倚山会田岡病院救急科　吉岡　勇気
P14-6．	 腰動脈損傷に対してステントグラフト内挿術で治療した ２例
	 � 湘南鎌倉総合病院外科　河内　　順
P14-7．	 腹部刺創による腎静脈下の下大静脈損傷を結紮し救命し得た一例
	 � さいたま赤十字病院・救命救急センター・救急医学科　野間未知多
P14-8．	 外傷性深腸骨回旋動脈上行枝損傷の １例
	 � 大垣市民病院救命救急センター　水谷　文俊

１６：３0〜１７：３0
ポスター15
多発外傷

座長：山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
公立豊岡病院但馬救命救急センター　佐々木妙子

P15-1．	 当センターにおけるダメージコントロール手術例の検討
	 � 大阪府立中河内救命救急センター　加藤　　昇
P15-2．	 当院の外傷診療体制－多発外傷 ２例を経験して－
	 � 山形県立中央病院整形外科　根本　信仁
P15-3．	 鈍的胸部外傷を伴う多発外傷患者に救急室開胸術を施行し救命した一例
	 � 富士重工業健康保険組合太田記念病院救急科　飯塚　進一
P15-4．	 Ⅲb 型膵損傷を合併した重症多発外傷の １例
	 � 北里大学医学部救命救急医学　花島　　資
P15-5．	 外傷性膀胱損傷 ２例の治療経験
	 � 半田市立半田病院救急科　岸本　拓磨
P15-6．	 腹腔内臓器損傷を伴う骨盤輪・寛骨臼骨折の治療経験
	 � 岡山赤十字病院整形外科　多田圭太郎
P15-7．	 受傷後早期からのFFP輸血が奏功したと考えられる重症頭部外傷合併多発外傷の １症例
	 � 平塚市民病院外科　松岡　　義
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１６：３0〜１７：３0
ポスター16
小児外傷

座長：さいたま赤十字病院救命救急センター　　　清田　和也
順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　加藤　千佳

P16-1．	 総合診療外来における小児外傷の特徴と問題点
	 � 日本医科大学付属病院総合診療センター　須崎　　真
P16-2．	 小児鈍的肝損傷および脾損傷に対するTAEの有用性と安全性
	 � 沖縄県立北部病院外科　桂　　守弘
P16-3．	 演題取り下げ
P16-4．	 非手術的に治療したハンドル外傷による小児膵損傷の一症例
	 � 平塚市民病院外科　金子　　靖
P16-5．	 高度軟部組織損傷を伴う小児脛骨開放骨折の １例
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　近田　祐介
P16-6．	 新生児期の急性硬膜外血腫，乳児期の慢性硬膜下血腫に対し穿頭術で治療した症例
	 � 八戸市立市民病院　今野　慎吾

１６：３0〜１７：３0
ポスター17
高齢者外傷

座長：国立国際医療研究センター救急科　　　　　　　　　　　　萩原　章嘉
大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター　渡邊　　篤

P17-1．	 当科における後期高齢者外傷のまとめ
	 � 国保直営総合病院君津中央病院救急・集中治療科　富田　啓介
P17-2．	 当救命救急センターにおける後期高齢者外傷の現況
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　畝本　恭子
P17-3．	 高齢者頭部外傷におけるドクターヘリ初期診療の問題点
	 � 久留米大学高度救命救急センター　越後　　整
P17-4．	 高齢者重症外傷における凝固異常の検討 －若年・青壮年者との比較－
	 � 高知医療センター救命救急センター　大森　貴夫
P17-5．	 open abdominal management を施行した高齢者外傷の一例
	 � 川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
P17-6．	 高齢者大腿骨近位部骨折は緊急手術の対象にできるか？　〜緊急手術に関する調査から〜
	 � 市立敦賀病院整形外科　柳下　信一
P17-7．	 当院における脆弱性骨盤輪骨折の検討
	 � 市立砺波総合病院整形外科　金澤　芳光

１６：３0〜１７：３0
ポスター18
外傷教育

座長：社会医療法人緑泉会整形外科米盛病院救急科　冨岡　譲二
東京医科大学病院救命救急センター　　　　　石井　友理

P18-1．	 当院におけるDoctor Ambulance 同乗看護師育成プログラムの開発
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　高橋　聡子
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P18-2．	 当院での外傷医育成の取り組み
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター　石井　　亘
P18-3．	 外傷教育における勉強会の有用性について＜Gustilo 分類のアンケート結果から＞
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　岸田　全人
P18-4．	 診療放射線技師への外傷教育の必要性について
	 � 名古屋第二赤十字病院医療技術部放射線科　大保　　勇
P18-5．	 救急外来における緊急手術看護の教育DVD作成の取り組み
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　笹倉　祐輔
P18-6．	「地方ブロック制」で JATECの正規講師を募集すると交通費を半減できる
	 � 自衛隊舞鶴病院　清住　哲郎
P18-7．	 外傷と end-of-life
	 � 岡山大学病院高度救命救急センター　飯田　淳義

１６：３0〜１７：３0
ポスター19
チーム医療

座長：東京都済生会中央病院救急診療科　　　　　　関根　和彦
福岡県済生会福岡総合病院救命救急センター　永川　寛徳

P19-1．	 外傷チームは何を変えたか？〜外傷症例の年次推移および死亡症例の内容から推測する〜
	 � 東京都立広尾病院救命救急センター　中島　　康
P19-2．	 当院におけるトラウマコードに関する看護師の意識調査
	 � 聖マリアンナ医科大学病院看護部　山下　将志
P19-3．	 脊髄損傷患者の残存機能を活かす呼吸ケアの一考察
	 � 杏林大学医学部付属病院高度救命救急センター　柏　　雅子
P19-4．	 非骨傷性頸髄損傷患者の誤嚥症例の検討　〜安全に経口摂取をはじめるために〜
	 � 国立国際医療研究センター病院救命救急センター　関本しおみ
P19-5．	 重症外傷患者のリハビリに向けた精神的支援における医療チームによる介入
	 � 千葉県救急医療センター　青柳　麻美
P19-6．	 当救命センターの入院期間短縮をめざした多職種協働の外傷患者治療の取り組みについて
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター救急部　飯塚　亮二
P19-7．	 腹腔内出血止血術施行後のオープンドレナージされた患者に対する死後の処置の一例から
	 � 国立国際医療研究センター病院救命救急センター　千葉　洋介

１６：３0〜１７：３0
ポスター20
集中治療 ２

座長：京都大学初期診療・救急医学分野　　　　　　佐藤　格夫
日本医科大学付属病院高度救命救急センター　池田　慎平

P20-1．	 外傷入院症例における低Na血症の検討
	 � 手稲渓仁会病院救命救急センター　大西　新介
P20-2．	 重症頭部外傷，多発外傷患者における週一回のMDCTによるDVT/PE 発生率の前向き調査
	 � 香川大学医学部付属病院救命救急センター　一二三　亨
P20-3．	 多発肋骨骨折に対し非侵襲的人工呼吸器管理を行った一例
	 � 日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター　門馬　　治
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P20-4．	 骨盤骨折後のARDSに体外循環式肺補助システムTMD-750を使用し骨盤固定術を行った症例
	 � 北里大学医学部中毒・心身総合救急医学　神應　知道
P20-5．	 多発外傷後の脂肪塞栓症に対してVV-ECMOを導入し救命した一例
	 � 愛媛大学医学部附属病院救急部　安念　　優
P20-6．	 脂肪塞栓症に肺塞栓症を合併した大腿骨骨幹部骨折の １例
	 � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　蛯名　正智
P20-7．	 骨折手術中に肺塞栓症をおこした ２例
	 � 高知医療センター整形外科　松本　俊之
P20-8．	 保存的加療中に片側性肺水腫を発症した外傷患者の １症例
	 � 飯塚病院集中治療部　島谷　竜俊


